
審査基準 

 

１ 審査採点表【250】 

番

号 
区分 要素 評価内容 着眼点 配点 

１ 

基本情報 

(50) 

運行の 

安全性 

運行管理者の能力、経験 

本業務に従事する運行管理者は、過去１０

年間で同種業務や類似業務の実績があり、

本業務に活用できる経験が十分か。 

１０ 

２ 同種業務や類似業務実績 

提案事業者は、過去１０年間で同種業務や

類似業務の実績があり、本業務に活用でき

る経験が十分か。 

１０ 

３ 重大事故の発生状況 
過去５年間における国土交通省による処分

又は重大事故がないか。 
１０ 

４ 運転手の配置人数及び余剰人員 

本業務に運転手として選任する人数及びそ

の余剰人数は十分で不測の事態でも本業務

の履行が十分可能な体制か。 

※事業者の有資格者数のみでは評価しな

い。本業務への従事可否で評価を行う。 

２０ 

５ 

 

提案内容 

(145) 

企画 

提案力 
収益拡大策及び利用促進策の提案力や企画力 

収益拡大、利用促進向上についての提案 

※収支率向上策でも可とする。 
１５ 

６ 

緊急時の

対応能力 

災害緊急時における対応能力 

災害発生時の緊急対応としてマニュアル 

が整備されており、災害緊急時の対応能力

が十分か。 

２０ 

７ 事故処理体制、対応能力及び責任体制 
事故発生時の対応マニュアルがあり、処理

体制、対応能力、責任体制は十分か。 
２５ 

８ 緊急時の迅速性 

緊急時の現場への到着が迅速に可能か、代

車運行等の対応体制が十分に確保されてい

るか。 

２５ 

９ 

利用者へ

の配慮 

運転手の健康管理体制 

道路運送法に基づく健康管理に加え、本業

務の確実な履行のため、健康管理の面でも

十分な対応が実施されているか。 

１０ 

10 接遇教育体制 

様々な利用者に対する接遇教育を実施して

おり、本業務の履行を安心して任せられる

体制にあるか。 

１０ 

11 交通事故防止対策 

車内事故も含めた事故防止策の研修・訓練

が実施されており、交通事故の防止に関し

て十分な体制が確保されているか。 

２０ 

12 苦情処理体制 
苦情処理に関するマニュアルがあり、処理

体制は十分確保されているか。 
２０ 

13 
その他 

(5) 
プロポーザルイメージ 

説明は分かりやすく、事業者の意欲や熱意 

実行力を感じられるか。 
５ 

14 
価格評価

(50) 
見積価格を発注者が定める計算式に基づいて評価する ５０ 

 

２ 評価 

審査点と価格評価の合計が最も高い参加者を受託候補者として決定する。 

ただし、価格評価５０点を除く、審査点２００点満点のうち、５割以上の得点がない場合は受託候

補者としない。 

最高得点者が複数いる場合は、委員毎に１位の参加者に５点を加算し、総合計が最も高い参加者を

受託候補者として決定する。 

それでも最高得点者が複数いる場合は、選定委員による合議で受託候補者を決定する。 


